
労
安
法
改
正
に
よ
り
危

険
性
が
確
認
さ
れ
る

平
成
26
年
6
月
に
改
正
さ
れ

た
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
労

安
法
）
が
、
平
成
28
年
6
月
に

施
行
さ
れ
、
安
全
デ
ー
タ
シ
ー

ト
（
略
称
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
の
交
付
義

務
対
象
で
あ
る
６
４
０
物
質
の

危
険
性
ま
た
は
有
害
性
等
の
調

査
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
労
安
法
の
措
置
を
講
じ
る

義
務
が
あ
り
、
労
働
者
の
危
険

ま
た
は
健
康
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
が
事
業
者
の
努
力
義
務
に

な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
会
社
は
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

社
員
・
協
力
会
社
問
わ
ず
、
関

係
す
る
労
働
者
全
て
に
「
珪
砂
」

の
危
険
性
の
周
知
と
防
塵
マ
ス

ク
等
使
用
の
健
康
被
害
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
系
列
と
し
て
、
秋
田
支
社

内
で
珪
砂
が
「
有
害
物
質
」
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

後
、
仙
台
支
社
内
で
は
山
形
車

両
セ
ン
タ
ー
で
、
8
月
4
日
の

仙
台
支
社
か
ら
の
メ
ー
ル
で

「
秋
田
で
判
明
し
た
有
害
物
質

の
件
」
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
関
係
者
の
話
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、

8
月
9
日
に
社
員
（
国
労
組
合

員
）
の
指
摘
に
よ
り
翌
10
日
に

業
務
連
絡
で
保
護
具
等
の
着
用

を
指
示
し
て
い
る
。

ま
た
新
庄
運
転
区
検
修
で
は
、

8
月
16
日
、
保
管
し
て
い
る
Ｓ

Ｌ
用
の
焼
砂
を
取
り
扱
う
場
合

は
、
保
護
具
等
を
着
用
す
る
旨

の
内
容
の
文
書
を
掲
出
し
た
。

職
場
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｓ
デ
ー

タ
シ
ー
ト
が
掲
出
済
み

仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー
の
珪
砂

置
き
場
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
シ
ー
ト

と
記
載
が
あ
る
フ
ァ
イ
ル
が
掲

出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

「
日
瓢
珪
砂
の
Ｓ
Ｄ
Ｓ
」
が
綴

じ
て
あ
り
、
「
発
が
ん
性
の
恐

れ
」
「
呼
吸
器
系
や
腎
臓
障
害
」

が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
「
取
り
扱
い
時
は
必

ず
防
塵
マ
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
、

保
護
手
袋
を
使
用
し
、
長
袖
の

作
業
衣
、
前
掛
け
等
を
使
用
し
、

飛
散
等
し
な
い
よ
う
慎
重
に
取

り
扱
う
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。

会
社
は
こ
の
内
容
を
確
認
し
、

労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

対
応
は
全
く
不
十
分
で
あ
り
重

大
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反

で
あ
る
。

さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｓ
に
は
、
粉
塵

の
拡
散
を
避
け
、
廃
棄
上
の
注

意
と
し
て
河
川
・
海
洋
・
下
水
・

排
水
管
等
に
投
棄
せ
ず
産
廃
処

理
指
定
業
者
に
委
託
処
理
す
る

こ
と
と
記
載
が
あ
る
。
つ
ま
り

環
境
に
配
慮
し
拡
散
・
投
棄
し

て
は
な
ら
な
い
の
だ
が
、
タ
イ

ヤ
に
砂
を
噴
射
し
潰
し
て
巻
き

上
げ
る
行
為
は
拡
散
と
投
棄
で

は
な
い
か
。

ま
た
労
働
者
へ
の
通
知
と
防

護
に
よ
り
労
安
法
は
ク
リ
ア
し

て
も
沿
線
住
民
へ
の
配
慮
・
対

策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
場
の
動
き
を
受

け
て
、
国
労
東
日
本
本
部
は
9

月
2
日
、
国
労
東
日
本
申
第
2

号
「
有
害
な
化
学
物
質
等
に
関

す
る
申
し
入
れ
」
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
提
出
し
た
。

（
記
事
は
国
労
み
や
ぎ
４
５
５

号
の
記
載
内
容
を
一
部
使
用
、

加
筆
等
し
て
作
成
。
【
昌
】
）

第２７２５号 国労せんだい ２０１６年９月１５日

団結 抵抗 統一

7
・
23

地
本
運
転
協
議
会
定
期
委
員
会

7
・
28
～
29

第
85
回
定
期
全
国
大
会

7
・
30

原
水
禁
大
会
（
福
島
）

8
・
9

第
12
回
地
本
執
行
委
員
会

8
・
17

国
労
フ
ク
シ
マ
交
流
会
事
務
局
会
議

8
・
19

東
北
貨
物
協
議
会
幹
事
会

8
・
20

第
54
回
安
プ
ロ
・
第
45
回
業
長
会
議

8
・
21
～
22

第
30
回
東
日
本
本
部
大
会

8
・
27

第
11
回
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会

8
・
29

第
13
回
地
本
執
行
委
員
会

9
・
3

青
年
・
女
性
部
学
習
会

9
・
6

第
14
回
地
本
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

車
両
の
タ
イ
ヤ
の
空
転
・
滑
走
防
止
の
砂
ま
き
装
置
に
使
用

さ
れ
る
砂
（
珪
砂
。
俗
称
「
焼
砂
」
）
が
発
が
ん
性
を
有
す
る

有
害
物
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
使
用
箇
所
で
あ
る
車
両
セ

ン
タ
ー
等
で
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
支
社
内
の
車
両
セ
ン

タ
ー
や
業
務
委
託
先
で
あ
る
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
で
の
対
応
に
も

温
度
差
が
あ
り
、
取
り
扱
い
に
対
す
る
統
一
し
た
見
解
と
整
理

（
健
康
被
害
対
策
）
、
ま
た
対
応
に
不
備
が
あ
る
点
に
つ
い
て

も
地
方
本
部
は
支
社
等
に
見
解
を
求
め
た
。

Ｎo . 2725
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運
輸
協
議
会
の
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
が
、
７
月
28
日
と

29
日
の
両
日
、
岩
手
の
鶯
宿

温
泉
で
開
催
さ
れ
た
。
今
号

で
は
窓
口
閉
鎖
に
関
係
し
た

発
言
を
中
心
に
報
告
す
る
。

【
国
労
だ
ん
け
つ
№
２
６
８

8
月
21
日
（
仙
石
線
駅
連
合

分
会
発
行
）
か
ら
抜
粋
】

長
蛇
の
列
、
旅
客
の
苦

情
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

○
北
上
駅

10
月
に
岩
手
国

体
が
。
総
合
開
会
式
の
会
場

に
な
り
多
客
が
見
込
ま
れ
る

の
に
、
今
年
在
来
線
の
窓
口

が
2
窓
か
ら
1
窓
に
。

○
秋
田
駅

3
窓
口
あ
る
が
、

Ｍ
Ｖ
の
稼
働
率
ア
ッ
プ
の
た

め
2
窓
口
で
営
業
。
羽
越
線

と
奥
羽
南
北
、
新
幹
線
と
広

範
囲
の
切
符
が
発
売
さ
れ
る

難
し
い
駅
。
新
入
社
員
が
1

本
に
な
り
混
雑
に
拍
車
、
苦

情
が
絶
え
な
い
。

○
八
戸
駅

出
札
窓
口
は
3

つ
。
三
沢
駅
、
野
辺
地
駅
で

は
切
符
の
発
売
が
な
く
、
大

変
忙
し
い
。
陸
海
空
自
衛
隊

の
後
払
い
や
米
軍
の
後
払
い

が
あ
り
混
雑
し
大
変
。

○
米
沢
駅

泊
り
と
長
日
勤

の
窓
口
2
つ
だ
が
、
一
方
が

休
憩
に
な
れ
ば
1
つ
に
。
米

沢
～
函
館
の
乗
車
券
は
4
つ

の
指
定
席
、
割
引
が
入
る
と

更
に
複
雑
。
待
た
さ
れ
て
不

満
顔
の
人
は
沢
山
い
る
。

○
仙
台
駅

み
ど
り
の
窓
口

は
11
窓
が
昨
年
か
ら
10
窓
に

な
り
長
蛇
の
列
。
一
つ
の
窓

口
で
控
除
原
券
が
日
勤
で
80

枚
、
泊
り
で
百
枚
超
え
。
プ

ロ
パ
ー
社
員
は
基
本
給
14
万

円
で
衣
食
住
。
貯
金
も
で
き

ず
「
辞
め
た
い
」
の
声
多
い
。

○
福
島
駅

東
口
に
3
窓
。

2
窓
が
基
本
で
1
窓
は
波
動
。

月
半
分
は
2
窓
。
金
谷
川
駅

の
日
中
窓
口
閉
鎖
が
増
え
、

煽
り
で
学
生
が
東
口
に
。
割

引
証
が
10
～
20
枚
に
。
1
窓

閉
鎖
の
苦
情
も
あ
る
。

○
盛
岡
駅

企
画
乗
車
券
は
、

お
客
様
ル
ー
ル
で
や
ら
れ
ト

ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
。
定
年

前
に
辞
め
た
い
と
い
う
人
、

若
手
で
も
。
要
員
不
足
で
中

間
駅
へ
の
券
売
機
締
切
の
交

番
に
欠
が
。
2
月
4
回
、
3

月
3
回
、
申
入
れ
で
5
月
6

月
は
入
っ
た
が
、
7
月
に
3

回
発
生
。
8
月
の
さ
ん
さ
祭

り
に
4
人
出
し
た
た
め
本
務

に
穴
が
あ
い
た
。

車両センター等に配備されている珪砂



地
方
本
部
は
9
月
3
日
、
仙

台
市
内
に
お
い
て
、
地
方
労
働

講
座
（
青
年
・
女
性
部
学
習
会
）

を
開
催
し
た
。
対
象
者
は
平
成

採
用
者
で
国
労
に
加
入
し
た
方

で
、
対
象
者
13
人
中
10
人
が
参

加
し
た
。

学
習
会
の
内
容
は
、
「
労
働

組
合
入
門
」
と
題
し
て
、
東
京

共
同
法
律
事
務
所
に
所
属
す
る

村
上
一
也
弁
護
士
が
講
演
を
行
っ

た
。村

上
氏
は
、
自
身
の
弁
護
士

と
し
て
の
活
動
や
経
験
を
交
え
、

労
働
組
合
の
目
的
や
機
能
、
ま

た
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
労
働
基

本
権
な
ど
を
労
働
組
合
経
験
が

浅
い
対
象
者
に
も
分
か
り
や
す

く
講
演
し
た
。

続
い
て
、
地
本
千
葉
組
織
部

長
は
、
仙
台
地
本
を
始
め
と
し

た
国
労
組
織
の
現
状
と
、
組
織

拡
大
に
向
け
た
取
組
み
状
況
な

ど
を
報
告
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
の
全
体
学
習

交
流
で
は
、
積
極
的
な
質
疑
や

意
見
交
換
が
あ
り
、
村
上
氏
は

返
答
に
窮
す
る
よ
う
な
質
問
に

も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

【
以
下
、
質
疑
内
容
】

●
知
っ
て
い
た
方
が
良
い
と
い

う
実
例
が
あ
れ
ば
。

○
村
上
弁
護
士

あ
る
組
合
の
組
合
員
が
業
務

と
は
違
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
し
て
懲
戒
解

雇
必
至
に
。
弁
護
士
に
相
談
し
、

実
例
、
凡
例
を
組
合
を
通
じ
て

本
人
に
伝
え
た
。
本
人
は
、
話

し
合
い
の
場
で
そ
う
し
た
内
容

を
会
社
に
話
し
、
自
主
退
職
に
。

決
め
つ
け
ず
相
談
す
る
こ
と
が

重
要
。
「
こ
れ
を
弁
護
士
に
相

談
し
て
も
…
」
で
は
な
く
、
相

談
し
て
み
る
こ
と
。
未
然
に
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な
る
。

●
組
合
の
こ
と
で
よ
く
相
談
さ

れ
る
こ
と
は
。

○
村
上
弁
護
士

有
給
休
暇
に
つ
い
て
多
い
。

基
本
的
に
は
自
分
の
取
り
た
い

と
き
に
取
れ
る
も
の
。
例
外
的

に
時
期
を
ず
ら
す
権
利
は
会
社

に
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
例
外
。

し
か
し
実
態
と
し
て
各
職
場

で
そ
こ
ま
で
要
員
に
余
裕
の
あ

る
企
業
は
少
な
い
。

有
効
な
手
段
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
粘
り
強
く
継
続
し
て

交
渉
す
る
こ
と
。

●
労
働
組
合
に
勧
誘
す
る
に
あ

た
り
人
の
心
を
つ
か
む
話
術
は
。

○
村
上
弁
護
士

話
が
上
手
い
人
は
み
な
経
験

を
積
ん
で
い
る
。
話
の
上
手
い

人
を
ま
ね
れ
ば
上
手
く
い
く
か

と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。

経
験
を
積
み
身
に
付
け
る
し

か
な
い
の
で
は
。

●
出
向
社
員
と
バ
ス
会
社
社
員

の
労
働
条
件
の
違
い
。
ど
う
改

善
す
れ
ば
よ
い
か
…
。

○
村
上
弁
護
士

出
向
の
際
、
労
働
条
件
に
つ

い
て
、
契
約
合
意
は
し
て
い
る

と
思
う
。
そ
の
条
件
か
ら
悪
く

す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
。

労
働
協
約
を
改
善
し
て
い
く
等

の
取
り
組
み
が
必
要
。

●
Ｊ
Ｒ
バ
ス
福
島
支
店
で
は
、

社
員
の
勤
務
指
定
を
会
社
の
都

合
で
変
更
し
て
い
る
が
。

○
村
上
弁
護
士

バ
ス
勤
務
で
の
シ
フ
ト
変
更
。

直
前
に
変
更
は
ま
ず
い
が
、
一

定
の
時
間
が
あ
る
場
合
、
直
ち

に
お
か
し
い
と
は
言
え
な
い
。

た
だ
し
変
更
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
何
日
前
ま
で
変
更
可
能
と

い
う
ル
ー
ル
を
会
社
と
協
議
し

て
つ
く
る
こ
と
は
必
要
。
不
都

合
な
実
態
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
も

と
に
運
動
す
る
こ
と
。

シ
フ
ト
時
間
を
ず
ら
す
こ
と

に
よ
り
待
機
時
間
が
長
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
手
当

の
補
充
な
ど
交
渉
は
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。

●
バ
ス
車
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
と

称
し
て
車
載
カ
メ
ラ
を
搭
載
し

て
い
る
が
、
そ
れ
を
拒
否
し
た

ら
ど
う
な
る
の
か
。
防
犯
カ
メ

ラ
と
盗
撮
の
違
い
は
。

○
村
上
弁
護
士

タ
ク
シ
ー
会
社
で
も
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
は
衝
撃
し
た
と
き
ま
た
は

常
に
録
画
。
そ
も
そ
も
事
故
対

応
の
た
め
だ
が
、
乗
務
員
の
状

況
も
映
し
続
け
る
た
め
、
あ
る

タ
ク
シ
ー
組
合
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
問
題
も
あ
り
導
入
に
反
対
し

た
が
、
映
ら
な
け
れ
ば
防
犯
の

意
味
が
な
い
。
既
に
設
置
済
で

あ
れ
ば
外
す
こ
と
は
難
し
い
の

で
は
な
い
か
。
労
務
管
理
で
は

使
用
し
な
い
等
、
目
的
外
に
は

使
用
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を

作
る
協
議
は
で
き
る
と
思
う
。

●
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い

て
。
本
社
と
現
場
、
ま
た
社
員

と
出
向
社
員
で
労
働
時
間
や
手

当
に
差
が
。

○
村
上
弁
護
士

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
判
例
。

地
裁
、
高
裁
で
は
勝
訴
。
維
持

さ
れ
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で

は
、
60
歳
過
ぎ
る
と
賃
金
が
下

が
る
の
は
当
然
と
い
う
考
え
が

浸
透
し
て
い
た
が
、
裁
判
所
は

そ
う
は
判
断
し
な
か
っ
た
、
画

期
的
な
判
決
だ
。

使
用
者
側
が
同
一
労
働
と
積

極
的
に
認
め
て
い
た
事
件
で
は

あ
る
。
全
く
同
様
の
労
働
で
あ

る
か
が
焦
点
に
な
る
と
思
う
。

手
当
に
つ
い
て
も
合
理
的
な

差
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
が
区

別
の
必
要
は
な
い
と
思
う
。

●
出
勤
16
時
間
前
の
飲
酒
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
拘
束
時
間

に
な
ら
な
い
か
。

○
村
上
弁
護
士

勤
務
時
間
前
の
禁
酒
は
業
務

上
必
要
と
思
う
。
賃
金
が
発
生

す
る
拘
束
時
間
は
、
指
示
を
受

け
て
直
ぐ
に
対
応
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
場
合
は
該
当
す
る
。

飲
酒
の
場
合
は
、
飲
酒
だ
け

が
で
き
な
い
の
で
こ
れ
を
も
っ

て
拘
束
時
間
と
は
言
い
が
た
い

が
保
証
の
要
求
は
出
来
る
の
で

は
な
い
か
。
日
本
の
法
律
的
に

は
難
し
い
よ
う
だ
。

【
昌
】

第２７２５号 国労せんだい ２０１６年９月１５日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

7
月
31
日
付

熊
田

幸
雄
さ
ん

貨
物
福
島
（
嘱
託
）

猪
俣

邦
彦
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
え
き
）

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

坂
本

晴
夫
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
小
牛
田
）

8
月
31
日
付

鈴
木

芳
紀
さ
ん

貨
物
宮
城
（
嘱
託
）

柿
木

芳
宏
さ
ん

仙
総
台
車

酒
井

利
之
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
郡
山
）

須
藤

昌
志
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
工
業
）

佐
藤

忍
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

 
第
31
回
国
労
東
日
本
本
部

大
会
で
、
優
良
機
関
紙
等
の

表
彰
が
あ
り
、
仙
台
地
本
で

は
以
下
の
機
関
紙
及
び
標
語

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
機
関
紙
最
優
秀
表
彰

郡
工
情
報

（
年
間
50
号
以
上
及
び
通
算

５
０
０
号
の
ダ
ブ
ル
受
賞
）

郡
山
工
場
支
部

分
会
通
信
（
年
間
50
号
以
上
）

郡
山
工
場
貨
物
分
会

○
機
関
紙
優
秀
表
彰

（
年
間
30
号
以
上
発
行
）

団
結仙

台
総
合
車
両
所
支
部

ろ
ば
た

東
北
工
事
事
務
所
分
会

国
労
せ
ん
だ
い

仙
台
地
方
本
部

 組
織
拡
大
標
語
優
秀
作
品

○
最
優
秀

つ
な
げ
よ
う

技
術
（
わ
ざ
）

と
魂
（
こ
こ
ろ
）
と
運
動
を

 
仙
台
総
合
車
両
所
支
部

庄
司

修
さ
ん

講演する村上弁護士

講演を熱心に聞き入る参加者たち


